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食育・地産地消に関する施策の実施状況（令和元年度） 

 

１ 県民への食育推進  

三世代が共に学ぶ食育の推進（家庭） 

〇世代間の交流を育む食育講座の推進 

 食育リーダーを講師とし、子ども・保護者・祖父母等の三世代が一緒に学び体験する食育講座を

開催した。（２６回） 

（内容） 

・食育紙芝居とおにぎり作り 

・自分たちで育てた作物（じゃがいも）を三世代で調理する料理教室 

・栄養バランスに対する保護者の意識改革のための講座 等 

 

〇遊びながら「食」を学べる体験の場の設置 

 エンゼルランドふくいで、紙芝居やクイズなどを対象に遊びながら「食」について学ぶことがで

きる場を設置した。 

・エンゼルランドふくい 令和２年２月 ８日（土）～ ９日（日） 

 

働く若い世代への食育の推進（企業） 

〇食育推進企業の登録推進 

 企業内で社員への食育に取り組む企業を「ふくいの食育推進企業」として登録した。 

令和２年２月末日現在、１８社が登録。 

 

＜「ふくいの食育推進企業」登録要件＞ 

 〇県の進める「食育」に賛同し、次に掲げるいずれかの食育活動を進めていること。 

  ・ 社員の健康を守る食育の推進 

  ・ 社員への地産地消の推進 

  ・ 家庭における食育を応援するための職場環境づくり 

  ・ 食に関する体験の推進 

  ・ 広告、冊子配布等による食育啓発の取組 

  ・その他社員への食育・地産地消の推進と認められる取組み 

  〇食育推進員を設置していること。 
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〇「ふくいの食育推進企業」を通じた働く世代への食育推進 

 登録企業からの要望に合わせ、「ふくいの食育リーダー」を派遣。味噌づくり体験や、栄養学に基

づいた食事メニューの選び方等について講座を行った。 

 

〇「ふくいの食育推進企業」登録証交付式および研修会の開催 

１月３１日（金）（「ふくいの食育リーダー」フォローアップ研修会と同時開催） 

＜内容＞【登録証交付式】参加企業１２社（登録企業：１８社） 

【講演】「味覚と嗜好のサイエンス～三世代と働く世代に伝えたい食育～」                  

講師：龍谷大学 農学部 食品栄養学科 教授 伏木 亨 氏 

       【事例紹介】「企業内での食育の推進について」 

          講師：坂川建設株式会社 総務部 経理部長 佐々木 紀邦 氏  

意見交換 「働く世代への食育推進について」 

 

農林水産業や食について学び体験する活動の推進（学校） 

 〇生産者との交流による農林水産業体験の支援 

  小学生等を対象とした学校での農林水産業体験を行う市町に対して、体験に必要な費用を支援。 

 （ふくいの地場産学校給食推進事業（農業体験）） 

 〇学校における食育活動の推進 

  学校において地域の食材や食文化について学び実践する授業や、バランスの良い食生活について

学び実践する授業等の実施を支援した。   （福井の「食」の未来を支える食育推進事業） 

 

その他の取り組み 

 ○食育・地産地消の取組み展示 

６月の食育月間、１１月の「ふくい味の週間」に合わせ、県庁１階県民ホールにて、県および

各市町の食育や地産地消に関する取組みを紹介する展示を行った。 

       ６月１０日（月）～ ６月１４日（金） 県庁ホール 

      １１月１１日（月）～１１月１５日（金） 県庁ホール 
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２ 「ふくいの食育リーダー」の活動促進 

地域に密着した食育や地産地消に係る専門的な課題に対応できる人材として育成した「ふくいの

食育リーダー」（平成２６年度～２７年度の２年間：１６５名認定）の活動促進に向けて、新規事業

を活用したＰＲやフォローアップ事業を実施した。 

また、新規食育リーダー認定希望者を募集し、認定講習会を開催した。 

 

〇フォローアップ研修会の開催（新規認定講習会も兼ねる） 

「ふくいの食育リーダー」の能力向上と活動促進につなげることを目的とした研修会を開催した。 

１月３１日（金）「ふくいの食育リーダー」フォローアップ研修会 

         ＜内容＞【講演】「味覚と嗜好のサイエンス 

                         ～三世代と働く世代に伝えたい食育～」 

                  講師：龍谷大学 農学部 食品栄養学科 教授 伏木 亨 氏 

                    【事例紹介】「企業内での食育の推進について」 

                  講師：坂川建設株式会社 総務部 経理部長 佐々木 紀邦 氏  

意見交換「三世代の食育を進めていくために」 

     「働く世代への食育推進について」 

 

３ 地場産学校給食の推進 

〇「ふくいの地場産学校給食推進事業」の実施 

・「食育月間」および１１月２４日「和食の日」を中心とした日等ににおける「地場産給食」の実施 

４月 ５日（金） 市町教育委員会・農林担当課へ実施協力依頼（文書通知） 

５月～  食材の確保について、直売所等と生産者との調整を各地域で実施 

６月～９月 本県の特産食材を使用した「ふくいの地場産学校給食」(第 1回)の実施 

 

・８月２２日（木）県地場産学校給食推進会議の開催 

      ＜対 象＞流通関係者（市場、ＪＡ）、 

学校給食関係者（栄養教諭、保健体育課）、農林総合事務所 

       ＜内 容＞主要農産物の県内流通推進について、地域での取り組みについて 

 

・１０月～  食材の確保について、直売所等と生産者との調整を各地域で実施 

・１０月～１２月 本県の特産食材を使用した「ふくいの地場産学校給食」(第２回)の実施 

 

 



- 4 - 

・１１月２５日（月） だしの特別授業の実施 

＜場 所＞敦賀市立中郷小学校 

＜内 容＞敦賀の昆布とだしの歴史 

＜テーマ＞「だし」について知ろう 

＜講 師＞（株）奥井海生堂  代表取締役 奥井 隆 氏 

〔（一社）和食文化国民会議 理事〕 

     料理アドバイザー・栄養士 鴛田洋美 氏 

 ・１月～２月 本県の特産食材を使用した「ふくいの地場産学校給食」(第３回)の実施 

・２年２月１８日（火）地場産学校給食地域コーディネーター交流会の開催 

         ＜内容＞講演「学校給食に地場産物を取り入れるために 

                             －袋井市の取り組みより」 

             話題提供 静岡県 袋井市教育委員会 

おいしい給食課 おいしい給食係 石塚浩司 氏 

グループディスカッション 

「学校給食の地場産率向上のためにすべきことについて」 

 

   随時      地域別地場産給食推進会議の開催（各農林総合事務所別） 

＜対 象＞ 地域コーディネーター、流通関係者（市場、ＪＡ）、学校関係者、

農林総合事務所、 

          ＜内 容＞地場産食材を用いた和食給食メニューの開発や使用率向上に 

向けた対策について協議 

 

〇令和元年度地場産食材使用率（調査結果状況） 

今年度より、調査対象を変更。 

栄養教諭および学校栄養職員の本務校、共同調理場（給食センター等）とした。 

調査対象校数 １６６校（１１月は給食設備改修工事により１校減の１６５校） 

＜R元年度 年間合計＞  地場産学校給食実施校数    １６６校（全校達成） 

                地場産食材使用率（重量ベース）４０．５％  

                地場産食材使用品目数     ２７．１品目 

＜R元年６月調査結果＞ 地場産学校給食実施校数    １６６校（全校達成） 

                地場産食材使用率（重量ベース）４１．５％ 

                地場産食材使用品目数     ２６．８品目 

＜R元年 11月調査結果＞ 地場産学校給食実施校数    １６５校（全校達成） 

                地場産食材使用率（重量ベース）３９．４％  

                地場産食材使用品目数     ２７．３品目 
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４ 「福井のごはんを食べて強くなろう！運動」の推進 

スポーツに取り組む福井の子ども達や県民が大会などにおいて、最高のパフォーマンスを発揮で

きるよう、大切なエネルギー源となる「お米」や福井のおいしい食材で応援し盛り上げるとともに、

「スポーツ栄養」を通じて食育・地産地消を推進した。 

 

  １１月１６日（土）・１７日（日） 県産業会館で開催「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」に

て、来場の県民へ国体選手も利用した弁当として「福井の地産地消スポーツ弁当」をＰＲ販売 

 

５ 「ふくい 味の週間」「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」の実施 

〇「つなごう福井の食」による展開（１０月～１１月） 

  各市町で開催される食関連イベントと連携し、以下の事業を実施した。 

・賛同する各地域のイベントを県ＨＰで紹介 

 

〇「ふくい 味の週間」期間の取り組み 

  ・「福井産食べて当てよう！キャンペーン」の実施 

１１月１日（金）～３０日（土） 

   県内食品スーパーおよび直売所等において、福井県産の農林水産物、及び原材料が福井県産で

ある加工食品のラベルを集めて県に応募すると、抽選で県特産品および協賛メーカー商品が当た

るキャンペーンを実施。 （マーク３点毎に１回応募。複数回応募可能） 

   ・キャンペーン参加店舗数：１２９店舗 

   ・キャンペーン応募総数：延６７１人 

   ・協賛企業数：５社（「ふくい 味の週間」協賛企業） 

   また、キャンペーン期間に合わせて、福井県産の売り場が一目でわかるよう、県統一のぼりを

設置した。 

 

  ・県内量販店協賛フェアの実施 

   １１月１日（金）～１１月１７日（日）  

県内スーパー（ハニー、ヤスサキ、ハーツ各店）で、「ふくい 味の週間」コーナーを設置し

て、県産食材と食品企業商品を活用した「オリジナル地産地消レシピ」の提供と「福井産 食べ

て当てよう！キャンペーン」の実施。 

・「福井産食べて当てよう！キャンペーン」のＴＶＣＭの実施（ＦＢＣテレビ） 

１１月１日（金）～１７日（日） 

・ハニー、ヤスサキ、ハーツそれぞれのバージョンで１５秒のテレビＣＭを放映。 
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〇セイコガニの食べ方授業 

１１月８日（金）～１４日（木） 

中学３年生を対象にセイコガニの食べ方を学ぶ授業を実施。 

 

〇「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」の取組 

１１月１６日（土）・１７日（日） 県産業会館 

・ふくいの食を支える農林水産業の今を体感するコーナー 

（スマート農業、ふくいサーモン、ふくいのきのこ、自産自消コーナー他） 

・ふくいポークのふるまい 

・三ツ星若狭牛のふるまい 

・食育体験コーナー 

・県内農林漁業者や６次産業従事者等ＰＲコーナー 他 

 

〇第１３回全国高校生食育王選手権大会の取組み 

・予選大会の実施 

９月１３日（金）、１８日（水） １６：００～１８：００ 

  同一高校の３名１組のチームがインターネット上の予選サイトにアクセスし４０問の食育ク

イズに回答する方式で、全１０チームを選抜 

  → ２日間で全国２３都道府県３００チームが参加 

    ＜参考＞平成２８年度実績：３３都道府県 ３１４チーム 

平成２９年度実績：３７都道府県 ３２０チーム 

平成３０年度実績：３４都道府県 ３０３チーム 

 

・決勝大会の実施（県産業会館１号館「キッチンスタジアム」） 

１１月１７日（日）１０：００～１６：００ 

＜競技１＞食に関するクイズ＆技能テスト 

＜競技２＞テーマに合わせた料理作り テーマ「地元食材を使った令和定食」 

【結 果】 

第１３代食育王（石塚左玄賞）・農林水産省消費・安全局長賞 

三重県立相可高等学校（チーム：相可高等学校まごの店） 

＜本県からの決勝参加チーム＞ 

福井県立奥越明成高等学校（第３位）、福井県立若狭高等学校（優秀賞） 
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６ その他の取り組み 

〇福井県農産物直売所ネットワークの活動 

   ・ふるさと知事ネットワーク直売所交流フェア 

開催時期 開催場所 取扱い商品 

2 月 福井県内 2 直売所 ４県の農産物を使った加工品等 

・「ふくい農林水産 まるごとフェスタ」への出店（２店舗） 

・ふくいの農産物直売所めぐりスタンプラリーの実施 

１０月１日（火）～３１日（木）、１９店舗 

   応募者の中から抽選で８５名に福井県の特産品をプレゼント 

 

〇「ふくいの食育・地産地消ランチ」提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ランチ名 提供場所 実 施 期 間 概     要 

女子栄養大学 

ランチ 

議会食堂 

あすわ 

１１月１８日（月） 

～１１月２２日（金） 

 

県が「食と健康」に関する提携協

定を結んでいる女子栄養大学の発

行する「学食メニュー集（各年発

行）」をもとに健康テーマを設定し、

１週間分のランチメニュー（一汁三

菜）を提供した。 

仁愛大学 

ランチ 
県庁食堂 

１２月 ９日（月） 

～１２月１３日（金） 

健康管理と栄養指導のプロフェシ

ョナルである管理栄養士の育成を行

こなっている仁愛大学人間生活学部

健康栄養学科の学生が考案した 1 週

間分のランチメニュー（一汁三菜）を

提供した。 


